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 養鯉池.のpcp対策(自衛)試験

 σ)目的及ぴ方法
 昨37平7月/日には豪雨のため流出した一水田除草剤pCPめ

 ため北薩一帯の内・水面、特に養鯉池に於て相当た被害が生じた。

 一河川の∴被害はPGPの一使用法を適切にする他に差当り防止方法が'
 たいとしても、養鯉池の方は使用水が汚染している闇だけ一時池

 の取水口を閉じ、止水池.の状態に於てコイが消費する酸素を補給

 してやればこ一用水のPOPによる汚染は原則として続くものでな

 いと考えら枠るか'ら、自衛手段も構ぜら枠るであろう。な洞、そ
 の装置及び産費はできるだけ安煩で地元で容易に使用できるもの

 が望ま'レい。

 上記の考えから、ヒ・ユーガルポンプ及びバrチカルポンプを使用

 し(各別々に)池水を吸上げ、落下して醸気による酸素補給を行.

 い、一コイ'あ状態並かに稜存酸素量その他の水軍分析を一定時間毎

 'に讐観察並に測一定を定法によって打つだ・・.
 (皿)場所=一期日及び担当者

 大口市、羽月大島一、加治屋康雄所有地

 昭和38年'6月一6日～6月8目

調査部上1田作大口養魚場水流実他数名
 ㈱余ンプ帯時間
 6月6日一2-2時一ベニ0時バーチカルポンプ(全回転)

 6月.7日一6時～8時バーチカルポンプI(全図載)
 〃/4時㌧/8時一ピューガルポンプ(全回転)

 〃23時～/時バLチカ㌧レポンプ・(全回転)

 6月8目8時30分～ノ/時バーチカルポンプ(去回転)
奴)一結果

 試験地。2ま.68通に水量4631ぜ、試験魚26λ5'時(700尾

 平均'体重3…75μ)を投入、総水、排水口を河川水と遮断し、止

 一ノ



 水池として一.一まづポン㍗停止紬で葎存酸素を測定一(…風
 前後に減少した場合ポンプを運酵して奉存酸素g恢復状態を観察
 して同様の操作を反復し・ポン字の種類・及び揚水量による相等。
 について検討した一結果下記事項率ミ=判明した。
 ⑦毒存酸素'は5時間後にユ49命皿に低下し危険状態になる。

 醜存酸素g低下時にパーチれポンプ1揚水量〃帥・皿で運
 転を開始する一と急激に酸素量.1干増加し・一2時間部帥一ど完全
 北快復する。'一

 ㈱存酸素め低十時にヒュー舛1ポンプ揚本量・α・・沖・で運転
 』坤す千1率存酸素g牢後集緩郎・・3時間平転し・ても完全
 に快復し注いで以後均衡を傑?1}

 θバニチカルポジプを約去回転二そI逆転してもヒュニカルポンシと
 同様の傾向で壊存酸素は快復する。結局塘存酸素快復ぽ・ギ.ンプ

 .一の揚水量に関係しI揚水邸本きい程癖酸素の快復時間.は短へ
 軍コで辛酸素'を摂取し・塘.存.酸素量.が/～2PP皿に低下すると危
 険状態だなり、池水の水盤壬放義重毎によ争酸素が2PP血まで

 に師†'争所要鯛を推定.す干と別区の通りであるぺ
 ◎魚体ヂ・ら排他されるア、!モニテは・・加が致曄で亭千一カ1・
 I・池水'の舛竺義重量によ～二N刈ク中1こ達する時間,
 一(日数).を娃定すると'別.図の通りである。

 (V)考.^察.'
 養鯉池で使用す呼ん平い舳がHP.汚染されると予測した一
 とき(本流水田下多量にPGPが偉岬され早大雨の為之が雀出る
 惑㍗1ある左き一)は・直一ち岬水.口を閉じ・捌図から'算甲した池水
 一量、.コイの収容・量に応じて同じく別区が。ら計算し・た時間毎にバー

 チカ・㌃ポーシプを運転すれぱよ“㌦
 実際にはコ,イの瀦泳状況を見ながら'ポンプを運転ナるこ=とが望ま
 しい。一(今回の実験には温崖が大きく異なる場合の.比較がで一きな

 カ)ったか一ら).

阿注'意

?・



 ポンプの能ヵ、ポンプg噴水口と池水面の高さ、池の広亭とポン

 プの偉置にキつてほ噴水口か弓トイで噴三水を離れた・位箪に導/こと
 な1ど水に卸戸酸素量を増す工夫去必要だから・異俸一的に設置する.
 場合は等間象に相談することか望'ましい。

 水量と放養重量による運転停止時間

 水量と放養重量によるNH4_N
増加日教



水質分析結果

 ポンプ運転暗闘6目22時・～0時㍗7ヂカル

 ・日・伽・雌パーチカルク自伸㌣・8時烏ユーガルユ
 7日23時～/時へ平チカル.ダ日8坤一3ρ分～//時バーチカル万



 各成分の時間的変化

バーチカル

手.5千



 薬品による水産物の鮮度保持

製造.部

緒言

 鯛'の声辞動物性1年.んぱ/資源である漁寝物の・ダ～2・%が
 鮮度低下㌣6・廃坤手肥餌;1科!㍗て・い岬で李㍍
 鮮建低ア・の主=菱1卿坤・消イ㍗ヵ}1の防埠して

 は専1低温・保存祥1躯用し'ら1㍗い一る,一1このもヤ簡単卒場三,合㍗.兆
 一鐸に於てξ、氷と容暑生を蝉と・い録存期.間も椴定されクム・.
 水産物を簡単に薬品興叫て一鰍を防止し・鮮度繰拷期間差延一.

 長し上うとする試みは、多くの研究がなされ一でいるが、試験管内で一

 は比較即:好1岬叩㌣て/・年率体或は多量の漁獲卵一処理とな
 ると実庫が.蝉で亭・。たグ効果が明瞭でカ1亭)った一りすること・千ミ多

 ㌶箒享11㌫㌻㍗;:書に∵完全午・jも㍗
 今回ブレツシ・ヤー鮮度卿(≠'十竿薬製)㌣提=供をミ㍗

 .・・の干・ホセンフラスキンとIの比綱.験を寒地レた二,
一策之回試験

 工供畔魚の処理一方法
 実験一に二1使肌たものは平均体表3!・醐平均体重4j0.舳甲鮮崖

 ・中.程度のさばIを3%食塩漆液に沓穏薬品を溶解し、供試一魚を夫々

 2g分間浸.寧.した後・魚画中に繭立し・パーチ.メント紙で覆い・'一そ
 食塩　液へめ添加,処分.I一.・.・・の上に普通氷の砕氷を施

 (繍魚の庫量に封するφ.ヅポ.、以=・～・・℃冷声庫
ホセンフラスキン

フレッシャーB



 亙鮮度の判定方法'
 ①PH:供試魚を三枚卸した一肉片を細挫したものから2.o8をと
 一り蒸溜水60⑰Cを加え振盤し.、茅液について硝子電極P』メーター
 一によ一り測定した。

 ②揮発性塩基窒素:供試魚の三枚に卸した肉片の。20牙をピり、.
 誌一溜水ノ6-5曲を加え、ホモゲナ々ズ後、20%トリクロールー盤

 .苧20伽加え・一.ノ0分間卒置後遠心分離し・棚後稚につい
 て通気法により測定した。....二.._.蟹∠二表。官能検査結果.、..

 ⑨官能率査1香腐'臭、眼の外・観
 ネトの発生、表.皮の色沢、弾ヵ

 (軟化)に?き検査レ雫験率の
 判定結果.を平均して、つぎの言己

 弩で表わし牟。

31良好'2:蓄遼一

/:普通下(加熱可食)
0:不良

 斑実験結果と考察.

 保蔵中の供試魚の官能検査の結

 線二簑桑ぶぷポ
 第/図、.第ゴ図の通りである。

 官能鹸査の結果は着表によると

 供試魚g個体養と思わ邦る結果が

 表われてい亭外.3日ま下はイ岬.
 も変化章認あ一ず、5日に至って対

 照区はアンモーニヤ臭と弾力の低下

 が著.レ/・1声.坤加苧はアーン干二

 作度で・外ホセンフラスキン
 区!ま臭気一率力・苧に㍗低下.した

         項一.日数分一'一^`播=、・腐臭硬一の外観・ネ..トの発生表'・皮.の色.狂'I一二二■L一''弾}半月(均.軟化)値一一
         一A.■■一■3.33一333'I一一3         '■■一一

         B33一3         O'G3333.1伝
         /⊃3・匡3'II■I137'一一''一3

         ・J

         o一一一■



 にすぎなかった。この傾向は揮発性塩基繁素の測定結果一め傾向と大

 体一致しているように思わ札る。.ζ.

 第'/図.PHの変化

二第2図  揮発性、塩基窒素量の変化

 .。干叩潮干結果ヂ呼検・査・…揮発性塩基窒素の傾向干・.フ・レツー一
 ㍗プ卿よ牢を除いて大体二碑しているよ・う1こ師ル㍍・・
 一一揮発性塩基窒素量の.変化は第。2.国から分る如一く∵一対照区は4自経

 過苗・.撃に享・秘叩を牢・ボ倉蝕査一と雫'二鼓した結果を一示し・て・い.
 るか・・千・セ・ン.㍗干草ン区は増加・率苧め.て少な/・∠・日経搬に一I
 30m9.%に達している。一方フレッシャー1B区は'5日経過後に3,0
 聯%に達しIている。

 .率早.添カ言による鮮度保持期間を比較する・と・、・対照区凌'み手本れ・ぱ、・



 フレッジヤーB区は/J～/,3倍、ホセンフラスキン区は/,61'～叱8

 ・借に相当しているが'本試騨1…於ては率演準処方の範囲を上記区分に
 限定したものであり、実際・にはこ、の処方範囲を拡大し、更1…検討き
 るべき一であると考える二筒、薬品添加濃度とg関係は把握し難いが、

 供試魚の個体差一融時間と浸透餌つ・1∵て.1検討の要が卒苓と思
 われる。

 w要'約.・1一・.。∫
 ①ラーレッシヤーB・ホセンフラスキンを用いて・さ.呼?・鮮慶保持
 試験を行っ年一。・

 ⑧揮発性塩基窒素量上々みて一ブレッシャ_倉goギ5%一〇=gぶ%。
 及びホセン.フ1ラ㍗ンσ・北%並びにα・用ま保蔵温度・～、
 ・δ℃に於て叶μ4倍・人3倍.・年8倍・∴73叩保蔵
 .延長が可・能であった。

 第2回試験・一

 I供試魚の枠理方法I

 実験に使用しIたもあは一平均体長イ・.・臥甲申体重・・テの鮮
 度良好たあじ、を第/表に掲げる区分の薬品の添加塩水に夫々20

 分間浸演した鋒・一点函中に国立レ・パニチ.インド紙で覆い・3～5
 ℃の冷蔵摩に保管しし,官能検査、・揮発性塩基窒素並びにP豆を測定

 .した分析方法は第/回試験に準じて行った。萄、第/回試験に幹て
 供試魚の個体藍と思われる結果が表われたので・今回は3.坪章細挫

 し、均一にして試料とし
 第/表3%食.塩液えの添加処方

 だ。 (供試魚の重量に対する%)

   記号誠嚇'1ホセノフブスキノIフレッシャーB
   一一一.

   AO・O

   BO,05O一
   一■一一一,

   oO,O島5ρ
   ■一一■一I

   ・D一___」LoO,05
   亘⊥二・O,025

 一g一



 一'{㌣

 巫実紬果と・考察∵.∴.,

 ぷ1㌻ま簑㌶㌣簑葦享ζ㍗一㍗㌣
 官能準査の結平11李秦に占.紅と・.・早日・蝉肇に.於下・一対照甲は健一

 呑に腐敗臭辛1羊異卒予臭率辛感じ叩・..琴、坤添岬・に於て.㌧伺Iら
 変化が認めら舳苧つむ・日経過後はフレッシャー軍医…キ表隼の

 ㌣責㌻草練∵箒竺簑携阜二∵　官能検査結果
 隈・、藩あに驚か鯉変徴歳鯵られた

 他∵著しい変'年咋亭帥った・.
 .辛叩率1雌ホ・亭畔瞬の
 結果苧二牽し=一二,ξllべ桁ち二g.弓、舞.単
 一後・の変化は、対照6.80～Z亨5、

 フレッシャーB、ホセンフラスキン

 ンα05%は夫々6,40～683,

 6.25～6,4クを示している.。

 揮舛砕撃輝9・琴イヘ戦2
 図に季さオγる如・!・.一科照・区{辛亨・日.
 経過卵リ.争榊、既に鰍
 の醍卒.年二樗.冬㍗る率二一寸センフ、
 ラスキ∵一区=・及.ぴ7レッシヤプ
 αg・・ミ区11約抽の増^か示
してい.なし1)o
 薬品添加による鮮度.保持蝉間を

 比較一す.ると、対照区をノとすれば、

 フレIツシヤーB0,025%は人3倍

 α一0ま%.はユノ倍,ホセンフラ子キ
 ーキン0-0.25%及び0.05%区は夫

 々 3/一隼・I.38倍の延長を示し・.
 薬品使用濃度に比例してその量が

 一/0・r.

         碩香眼ネ..表弾.平・

         9=、ト皮力
         一自弓X.魔一めのI(一軟一.均         争.。発1色
         鎮分化         、果,観生・沢㌧'慎
         A・333・33.3.

         、B33'9I一・・333
         ■■一I.一一o

         ンOC33s353
         1〕3333.呂一3.

         、一'一

         瓦533333

         A333j・・一ポ3・一一3一

         118'・133.昌.一・33.3.

         ユ.Q、.=.5..3二3,、.333・
         ■一一.'

         D3.33'35一・3一

         '.亙'・''3・・量=・3.巴・5・3
         .モ一.ム.ユ..三一‡..3.尾二.3一21、・

         考B.3.3、.3、3.3.3.・
         3G3'・33353

         ・・官・」5・3一'3・一33・3

         E535232,8

         1章1'・'・Aユ・ユ22一一念ユ,6

         :B3・・富3I一・3.二乞2,6
         、

         6・C2・・2'2222.■阯■■'
         D22一2・2尾2

         一一

         キ.瓦尾ユ.ユ2;1■ユ,4

         I

         AO.oo'QOO

         B一■Oユ・ユユ・ユO,8一一'.一'
         9GO0OOo一〇I}一一■一一
         D.o'OユOユム4
         固・一〇Q・oO0・O

         '



 少.な・〈'、9日経過㌍、
 二役に抱いてフレツ孔4第/図'PHの変化

 シ†一もα鮒邸・篶・
/

 は・395弼第、傘セ
?,O/

 出脅ラス争ヌα0オ

 鯛㍑郷㍗…

 l1蟻11二!∴・
 嫡蹴蝸ソζ1、・
 ると思わ袖る口1

5b'

 巫要・。.卵….。。。。W郎.
 二蟄じをホセンフ第。2図揮発性塩基窒素量の変化
 ラ黒苗㍗..、ηワ・一.
 シ.矛町道.笈座θ分

 間漫潰妊.理む3帝50

 骨糧㊧湊懸璽⑭.保
 '叫・一.一

 管し畔凍持.坤果..
 について検討レた。

 ①揮発性塩基季素5一一^9
.da・ys.

 量からみると薬一品使用濃崖に比例して減少の傾向がみられ、率セン

 フラスキンは子/～38倍フ、レッシヤーBは人3㌻ユ/倍に延長され㍍
 ③官能検査⑰結果からみると、フレッシャーBぽ僅かに表皮の樋色
 がみられる・が糸セシフラスキンと同棲鮮度・疾特効果が一みられる。・
 ⑤各点橦・につ・いて、浸漬時間、処理方法等については今後の試験に

 俊たねぱなIらない.。

 山註)」±'記竿用.薬品価格は次の通り.で挙手。
ヰセ・ンフラスキン

.フレッシャー.B.

 。50一.多.。一.。700円/8
 ㌻00.牙/1000円/牙

 一・一//.一

 /ヂ円
2円



 昭和37年度の海苔養殖状況

養殖部

 /、施設数

 第ノ表に㍗㌢うに県下/5ケ所で㍗8経営隼岬千ビニそ岬
 枚・去竹ピピ・早…本を建込ん下養殖した。….こg.1ち・㍗所は
 研究グループ等㌣る.部験養殖下・残り8ケ所呼来か亭、峨場で
 ある。この8ケ所について昨年と比較寸ると、経営俸薮は2/%増、

 押ヒビは一・%減・女竺ビデで/9岬とな一ってし1㍉,.
 経営体数の一増加は出水地区の約40経営体の増加によるもδであ

 …㌧網ヒ印出率干・.・箏増・・雫伽・δ枚増叫ぽ呑吐…
 枚減、他の5ケ所も僅がつ㌧減で総体で。2%城とな・った。

 率符は出水地琴卵で・万本の減を示し・水㍗rへの雫換の傾・
 向一がみられる。

 採菌剤下みると・網ピピの天然緒が全体9.千・%幸岬出水のI
 不燃ダネヘの依存が強いが・前年度の72%1三比べると減牛のきざ

 一と舛一ら叩ρ
 即ち・人士ダネ＼の転換が僅峠が.ら準んでいる.奉“エダネの

 大部分は熊本、佐賀雫からρ移殖'ピ時そ占め・、地一元で糸状体を培養=
鼻

 一し採瞥す一る一ヒビは極めて僅かであカ、、今後更にこの人工率笛の普及
 に努め呑必嚢を療感する。

 2∵一生産量・''一,.二'II

 第・一率に岬別の年産状況を示峠・第イ図で・・も明一らかなように
 豊作を示し・従来の甲録を破ラた・6年度を畔上廻ってて・・万
 一枚台に雫一し㍍即ち8ダ所一の年産枚数で前年度㍗2%増・金額で
 はク0%増の2960万円と怠った。dれは施設数が増加していない

 ので単位ピピ当り?.生産性が。向上したこ.ξを示すもので、地区によ
 I・つて・はベラツキが・あるが・・早.ケ所平均で網干ビ/枚当り(.∴5X/8
 肌)一/手/4枚と一敵。年軍(/062枚)より大剛こ伸びた。又∵平均単

 'I一/2一一



 第/表地区別採苗別ヒビ数.

地区別

出水

川

 一経。営 禾.然採萬

 。地元採苗移.殖

 讐炉、坪
 内ユO

串木野

鹿児島

谷山

喜入

.加治.木

4

.23

ユら

2.ユ6・

 ユ。

水26

 小・・計.

 3・6年度

野口

東 町

長島

 .下ごしき

野間池

仁根占
 ・牛.根

50

240

ユ00

29
.」_

200

 24軍88953,ユ56ユ930

・ユg・9ヤ2772.293030

27-0,5

 g左60,■5

 。ユ03

2
ユ

エ

.、5

ユ

二5
94553,863._.3・O

i

人工採苗
合 室,

 局r
地元

繋等前肝
(枚)(枚)(銃

 400ユ2838=平5
50

4i

 ユ。

ユ3

64

ユユユ

64

4ユ

2835尾3

ユO.O

ユ834

一29

2ユ3

70ユ22ワ5

5432Bユエ

46

■

.5

 ?oユ・身342
 一一一←一一一

83,ユ1'5

三里
O,5

0,ユ5

 邸・8

移殖

ヒビの

採笛地

鎮本.

出水

水
一熊本

出水

出水

出水

出水

出水

出水

出水

出水

 激漁観から報告された資料の.集サである。
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 '二第2表・地区別生産量灘I

        '生率.∴童て単位/0θ0枚)ヒビー/枚当'生産量        地厚別         くろのりまぜのりあおのり計金額(。0δ0二円)
        申水風30σ6099一ユ3,oo-o二加・O2ユ,980'

        川。1内席木野7,82島6'ユ2ユ60,9箏8・24,55ユ6599ユエ。,4一ユ6弓・9
        鹿児島248〃ユ5253,5・4ユ岬㌣92310ス師

        谷山5050500.500

        弩入牙&ツ8牛35,7ユ,05ユ..329,4・

        加治木、,ユiユ6・522,ユ762i225・

        垂≡水工49,ユユOワ2ユ34儘臥塾2,225….1卵ユ臥三=二.。
        小計2,8ユ3ユ875,ユ35組島04i,6L5ユニ41・榔・島・

        昭禰3L6g惧↓O・6一ユ292,33・09字・8斗06亭        「''.凹'受口・2523郡5÷1ユ郷g5,6㌻出融2■q・、
        菓町ユ2,62431.88ギ

        長島ユユ3戸3ワ...

        †こしき工2理2,7戸4728,♀

        野間・池二』5.α∋52ユ,034ユ3,5
        一一

        根占O一O

        牛根一一.一一        '.一.合計加38,887伸、、十、三ユ,4=82I,1=干=二審二=一==ニミ.29,960・4.■
 苧.雫協から幸!皆され本予榊集;計'で予Iる1.

 _I/4一二.'



 価に於㍗輝苔(黒.・I混・奮芙に)・坪当I/ク円・・I義で1前零度
 (5円73銭〕一よりもノ円60銭も高値を示し.た。

第/回 年度別生産状況

 本県の経営体数

 網ヒビ/枚平均生産量

 本県の生産量

 燕昭和35年産までは農林統託資料による。

 3。養箪.輝過

 .A、鐸・・苗

 /。)出水。g天然採黄

 深意練二∵㍗・占∵0†午∵㍗揖
 ・本年、岬苗建込馴ま潮時ぶら・・克・・㌻・・.目の、早一ダネ.、

 ㌣/5山



 /一0一月一2・6一ん30

 日め垂宇1一末として、
 早ダネ採菌は水温

 の下降状況を検討

 してから建込むよ

 つにした。

 ∵第2図に示すよ

 .うにタネ場の満潮

 時水温は平年水温・

 一に近一い変動を示し、

 一一喜∴拳年にみられ
 卒ど安定レた下降
 麟をたどり/0。月一..
 /4目カ)ら。23て)

 。辛・割?下準芦通水
 温・・と旗りプ・4・・B～.

 /一6日に約60%

 が建'込まれた。そ

 ㊧後換溺潮遮身2

 ℃以下の水温が保
 たれ、遅ダネ採菌

 時期は20℃内外

 g水温とたった。

 採苗結果は第3

 表に香るよ一うに早

 ダネ採苗独'・年ビ系

 ノ鰍当・り平均/4
 値の芽付き.を示し、

 連ダネ;峠の約音
 の5個であった二

 第2回　出水たね場水温（満汐時）



 第3表　芽付き状況(建込みの/.潮後）

   ＼採帥1」1早タ不採苗芽数..(個)../一0月29日調査遅ター手採苗・'//月/2日調査
   ネ確諒O(一〇%)O(O%)

   .'一一

   ユ㌻g.7(4-6,8〃)ユ畠(92,8〃)

   .ユO～ユ9,一・(印加)ユ(一'㌘,2〃)
   20～492.(一i3店・)o

   凹

   50く・尾(ユ3,3〃)o
   調査ヒ亨数ユ5.(ユOO〃)∴一ユ4(ユOO刀〃)

   '一.一■

   平均芽.卸鋤.ユ4一,4個4,9個'

 ※ヒビ糸/脇当りの芽付きを調べ、左欄の芽糞.ρ範囲に八つ.た

 .ヒビ数で表現した。

 し一がも、.早ダネではかなり濃密な芽付きのピピも見受けら枠たが、
 遅ダネでは大部分が/脇当り5個前後という芽付きに終った。こ

 のご声から千年神合・・車ダネ時押の海卵1極めてよかった㌧め
 胞子の放出一率盛んと卒・グ・∴選ダネ時期には水温も幾分低目と放っ
 て適期が過ぎた感があった。アオ.ノリ類はピピ糸/㈱.当り平均/

 個以下の着生がみられた。一

2)人工採苗

 昭和3・年度㍗水天然ダネの成績が辛か㍗ことか.ら・苧水
 .坤区では人手坪苗をする人が滅㍗.i2～3人力干率状体を培養すI
 るに一揮ぎ手かつ午.串木野・垂水二戸入は一36年向様の人!1糸状
 舛培琴から蝉率咋い・採卵竿ぽ普通㍗つ和。
 B、各地区の養殖状況

 ・・出水地1軍:・・.。戸.下句㍗・ノ月上'句;千一かけて二夫然ダネの本張
 り昨い・・.・・月中旬!こ件竿から人工ダネを移殖張1込ん一心.
 こ一の人工ダネは芽付きも濃く、//見下・旬にはすでにノ0脇近

 い干仲琴し・、・月一上卿咋操され1千しめむ

一一'一/7一



 一方天然ダネーぽ/ノ月下旬に泰高よ脇の伸長でア・オサ類の着生
 のピピもあり・一アオ駆除Iのだ・め一萬一刷り一しt手∵伸長は苧れ・・'/月に

 八って摘採期…干今ったr.∴、…・・、∴、=:'
 ・岩上句に1寺グ羊'㍗葬宇けポ舛舛の眉主的な叩1励
 行で慢延享.ダ三卒㌧軽微咋害でソ牛ノ月平入デて輝
 か剛た汽蝉帥停滞気味㍗'中旬以降・月・一杯㍗に年産
 盛期とト塔㍗平手で舛・一月1呼盛窺とたるので叶舛・・本年
 は・月中戸以降に在っ牟原剛孝、・・)一歩グサレの発生でデを高
 品1した∵!めノ1の伸長漉か午も)雪巨勢が多/・.々字
 一燥施設が牛ψ牟平に天日乾燥ができず生率㍗吋つ午.'.}'1∵'
 であって、降雪がノンの生育1と直接害叶えたとは舛られ1㌧
 カrえつてこの降1雪は牢養分の増加!1.役立乞ニゴ月までノ1の色藩ち
 が疾い程好結果を昭一いた壬言えよう。し.か.も;従・来か・えりみられ
 なかった(色落ちの早い場所)漁場でも好調'な生産をあげ、施肥・

 技術が確立車れ、ぱ蜂場拡張も育易であると考手られ㌧
 恥李年長≡曾った現・琴と・し1て・1竿賀からの移牢人工ダネの生産
 ・宅榔てキ/ψ.叶ヒ㍗師ユ…二洲・枚坤った人
 ,もいる。1琴苧、下ある・地子ダネは!:二列干入って生産盛一期に准ること
 から.・却人ギ採由するか・㍗るかで早㍗品種及び技術
 術を検謎箭酋ると蓮必轟翼ああ。.

 ○川内地.区://月下句に串本の天二然無菌ヒービを移殖。/2月下句
 には。。鰍位に伸長したが、外岩漁場のためノ月一の金日のシケで・
 ノ1が誓衆←・.ビー叩破損1争今唯一一従.つてヒ亭の補修に追
 や平、坤しψ干叫と生産す」るまでに至ら妙㍗ぺ。・・月
 …日ψ手不れし…町旬ま下摘錬㍗・.午雫㍗午ヒビ
 は約古の!・枚程産七あら走。

 二∵9串李野地区:/り・月…日・岬!岬タ'辛ン坤野外人手舶
 岬1i芽何きは諦へ吋つ㌣紗つ牟よ1㍗る二・・2月下・.
 .。舛畔入㍗二1!加入っ下一ノ1の伸軍が㍗二1.亭㍗肺
 年一乾娃できず.に徒和垂流失するノ1も多年?㌔従うて出水地

'一/8出



 区の業渚・に生海苔として販売し、2月に八って.火力乾燥機を設

 置して生産を挙げ.苧ぐ
 ・鹿児島地区:…月中二則㍉熊本からの人工ダネを移牢ノ・一月
 下旬に出水の天然ダ㍗二叩しト、警㍗天保山ゾ州・鯛・
 の3地区に分れている。/2月上'句あ・ら摘採。

 脇凪地区は.・・月中は.ノ./、9.色沢舶/・.月以降恢復した(栄'
 養分不平)・..新)l1尻咋二郡の生産を挙げたが・月に入って沖1r
 による被害をうけた(.うしお82号参畑)。この地区は従来、
 移殖ヒビのみに.よる奏殖であ咳粧が、'本年・は地子'あ寒芽トリに
 よって生産一をあげ咋ことから・.今後岳李地子ダネ・移殖ヒビか
 らの2次芽トリに'よって養殖する人が多くなるようだ。一'.

 ○喜入地区:地子の天然採苗及び、人工採菌を7/月上旬に実施一

 拙.水の天然ダネを/一/月下句に移殖した。I地子の採菌は概.して

 芽付きうす'く/潮後叱ピ糸/脇当り/吊～白2個であった・出水の

 タネもパームの古網ヒビの芽付きが渇く、本年は採苗が不成績

 のため生産もあがらなかった。。2'月以降3月にかけて、地子ダ

 ネが生。差され本年の主力ξなった日ここの地子ダネ怯良質のア
 サクサノーリで、晩生種と思われ、これの人.工採苗による養殖が、I
 昌与後研究ま.るべきであちう。そし.て、畢生種の移殖と併用して
 .養殖し・てい、いごとが得策と考えられる。.

 ○即師坤区:/・/.町句苧千天然ダネ咋殖し先が・ノ1芽が
 流失し(芽イタ1?/I・月下殉こ恢復し{'月一1干僅かに生産さ
 れ㌃に過ぎ帥・った0柊場と管理苧術につ1'て竿討す㍗でい
 ろ.フ。

 ○垂水地区:"月/4日!1、曽水天紗千辛咋ン牛.1人工採甲.
 .1デは//月上.句の大潮'に一夕カンポ式で打つだ=大干ダネはクロ.の.
 午産好調であったが・養殖ヒ㍗アオの干宇洲=生産量の・
 約毒.0㍗青海芦であ.つ叶.

 O、考察

 以上のように本年の盤作1の主力は出.水準区.の好卵生産に負う
 1一一ン・9r・・。



 ところが多い.が・鹿児島芦5地区のヒ.ビノ枚当'5軸単産遼一も前年
 度㍗26枚牟ラ本年//0雌干・3デ%9伸び辛示.ト㍗㍉本年・
 ⑳豊作と池た要即検討.して午季'と
 /).水温が平年より.低卸った。。.。,
 .本試の碓観郎果でみ季≒苧坤に示すよ1..1千・わ.月から・

 一月中旬まで畔平年水温苧大差な苧てたが・、!.月下伊一半降4月'一ま下
 は平年より約一/℃あ低目・を.示レている。...一二

第3図 旬別平均水温

第4図 月別降雨量 一デ6二千慮・申豊作孕で。卒って
 /～架月の平均水温は平年

 11‡・り01寸p・倖低目.を一季し.て

 ・い池カ㍉、:亨年…辛即.低温が・
 噺い、衿ρと=畔目される・一
 2)漁場の栄養塩類が多炉っ
た

 一'微続作叩.は・卒!1'.へ
 。鹿児島市の脇田漁場ぞ調査



 した資料で昭和34年産(不作)と昭和二3ク年度分を比較してみた一,
 調査点は異るが、一概瞭・の傾向.は第一5図にみるようにノ2月にすでに・

 P・皿0にN・平・一Nが多目を示し・3月では一時に.…一・が200.
 ～30-0η・となっていることが特筆される。.

第5図

P

 脇田漁場の栄養塩

12月 1月一2月
 ㍗一2/一一

3月



 き)・海苔・の位格が良か箏.、1'.、、
 (…∵県漁連生僅に・よる1出・水芸即!・ギ4劣日.から・り,・牢、でそ三
 I回行われ一出荷最は出水地区からj36万碑一一鹿児島姫.かち
 /0万碑、9.前24ク巧枚となつポ..共販初年度㍗.る菌年の蛾.
 量.は88方枚でその約3倍とI汰.う払こ・とは芙販体翻.呑確立して竜∵.

 ・・一・年こ一と戸・酢とている一・
 出坤区・串締の共苧即第・図に示す!よ11と出.荷量孕ト

 1㍗えダ日一卿2肘旬カ、ら3埠中邪リて苧産雫期であ
 箏㌣抽匁ぺ荷量の1ち'r/φ一㍗⊥.が㍗亭占め・
 ・↓岬川蝉岬で1苧肩・∵・→.ニデヂ
 第6図出水地区の共販実績
 一'⊥'∵一:印確λ.、い,...
一高値
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 .第ク図.時期別共販平均価格
 ζ出水地区)

 一海・8
苔
一'7

一枝一
 一1一・平苔
均

.値5=

円4
/.,

 3ク年度

 ・・＼
 。.㌻。{

 年中下上'中下上中下与中下二・印丁
 月一㍗..。1.,、2一二5。...イ.

 †青・混海書昨めた/枝当りの単価は第・甲で恥かの
 よ1年.・月まで平均紅で・円以上と.ダ1隻い値.琴で卒つ㍍こ・

 ..∵㍗とか・嘩産意慾も盛り上り最後までノリ養殖に精励したこ
 .牛咋作の間接的グ因と考えられ㍍

 ・4)・管理針術の向上

 ,従来はイリ章早ぐ伸ぱ.そうとして採苗後から低張りする傾向
 カ手強く一.牢りてノリ・の寿命が短かく2月にはすでに終了といっ
 た状満が多か'=ったが、ア・卜芽を増やし杜がら採る管理が普及し
 っ㌧あるし、、抑制ヒIビ、2次芽トリのヒビ等、管理面にお・いて

 合理化・されて'.きた。赤グサレの発生する出水地区では特に組合.

 負あ自主舳共同.防除封即励㍗れ・罹病ヒビの摘採・高吊
 り.等によつ七稼害を少一なくし・ている。
 ・このようた共同意識が次第に向上している・ことも二因とし亡。

 挙げら'柞辛グ
 4、反省.と。問輝点

 37年は全国由一にも豊作で40億枚以.上の生産どたり'特に九州.



 東海地区が好調を示し1た。・I-1一

 相場も全南平均7.円69銭(全海苔連集計)'と堅調で海苔の需要'

 の大きいことを示レエいる。

 しかし・漁'筆は呼立等にまり今後イ0年㍗現苧を確鐸すること
 一は難い1といわれ・那場の開挿・生産性の向上が必琴とされてい
 る。

 本県の場合・漁場宰.出水池苧・一陣児'島湾築地区と宋利卵ところ。
 がかなりあり、,今倉と・の開拓に・よ・岩垂産増を促進する必奏があろう。
 出水地・印籾用漁場は主に賓栄軸場であ峠め1とIその開拓カ1.

 は揖まれてい.る⑭で一…千仰1な施肥技甲の確立締.感苓れ一触.
 本試でも試験†であ.るr肇舛湾平甲子竺千苧が多†一翻草技術の
 普及導入1千よケで節発す去必要紬・ξ㌧
 ・二辮岐み山地昨よっては特に生産をあ'一岐牟.く小の品種が率1・
 こ知らの畔舳丈蓼叩岬・岬㍗㍗反と相
 知下生産性g向上をはかそ1こと咋要と考え糺..

 ト担当,、珂.,一村.巌プ

 ・山24一



一般漁.況(6月分=)

.漁業部
 一※東海サバはね釣

 6月中入港船はク隻、漁獲高は/・2ユ300晦・、漁場璋魚・鈎島西方
 20浬で前月と変りない。

 操業日教は8日～9日で漁獲の日変動がはげしい。東海サバも/9'

 日に一隻入港して終漁した。

 一類マグロ延縄」

 入港船27隻、漁場は北緯2件～2ポ、東経/26。～/2ク。(石

 垣島南方60浬)から南大東島周辺である。飯.麓ぽク1コマグロか主

 で、パショ・ウ、キハダの順'になっている。一航海の漁獲量は上句で

 ク.ロマグロを40.㍗50尾、中、下句で20～30尾と不振になり

 漁場も漸次北上'している。二=二㌧一

 蟻.小型マグロ延縄

 中旬までの漁場は種子島東方。20浬、一下句になって70～80浬

 へ移・勲.㌧ている∴」航海の漁獲量は2～5尾(2～3目操業)で不
 漁である一二'・一.

澱..旋網

 串木野根拠の双手巾着船は野間岬沖合とこしき島西方沖合:こそれ.

 それカマス、カタクチを主対象に一方枕崎港の片手巾着船は慶久島

 に坤魚し主にアジ、.サバを漁獲している。
 串木野港の水揚高..

      期間統料水揚高晦22,4ユ8工一一;互       五I漁場
      一'一一'■一■

      亘且/日～7日一一^'一'カマス.エソ      ミ90ユ壁間紳沖合      8トノ畑'一■一一ユ32,6ユ7カタクチカマス      7こしき島西方I一■一
      /5肺2/日'ユ5,9ユ5カタクチカマス      80尾・O野間岬沖合

      .202約8日?9ユ4219凹■''ト^一■二二工」⊥ユ32β}9カタクチ.カマス652-O■'一'こしき島西方■■'■■`凹' 
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I

 
     
1
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     伽血I一'.■一一†r一一一■'■1期間i統数水揚弗→     16月/0日～/6日258;500
     1

     /7目へ23日4

     24日～30日811妻11鼻汁一・1州!丁■■     計ユ4

 枕崎港の水揚高

 入替船は山川・・填1咋苧・11寸早岬1・山川港で!54隻・
 一γり螂仰・枕崎郎㍗、そ年一三=7子・00陣・漁場は殆んど七島一1
 編;幾二㌫芸㍗1㌣∵二㍗㍗∵い0†体・
      '叩')"川』州0I■1■、w凹u・.一

      1一一一一一I

      調査期間.調査港一入港筆数      6月3一日～9日'山川42一∬9・マ'd冶・・邸韮法
      〃枕崎29一帥一7,000一判^

      ソー''0日んノ6日枕崎・・B・O一ユ6.3・OOgグ一〃
      一一

      〃山・川28ユ8ユ細9二紅'^^.〃一】凹'一〃・=
      '■一I一一■'

      !・7一日÷23日山一川3単一・.一一.斗8ユ・29ユ〃〃
      ・一一一}____二一

      〃'枕崎尾?i五.工生Oり.!。…一'一一'r
      。24目～3一ひ日一山'川.5ユー..呂OO…OOO・.〃....〃1

      .枕崎一38フー^一一一¶一=.      〃月ユ0・6.ρO〃
      ㌣亡

 激瀬魚ム本釣一

 .琴児島入港船は/・.隻・帯準獲率蜘δ・K干・二隻平均〃千0亙1・

 二1㌫練㍗ら1㌣大島'.㍗∵∵∵.∵・・
頬八田綱

 鹿児島湾内での八田網は喜入・から垂水、∵山川沖合の南部地区に小1㌔
 アジを目的に操業して・い一る。体長7.べ8α臥≒鹿に㍑00蒋程産の漁・三

 一26r



 で。あ'る。又、・カ外ク1チイフシの漁は悪いとのこと。

 蟻トビ浮敷網.,土

 .6月に八って不振である一日の漁獲量㍗㍗{0万㍗下で
 前月に比べ大部嘩ふ・.。漁場.は馬毛島。.

 ※.下ごしき島の漁況

 キツネガツオ(パガツオ)の来瀦、初漁は6月2,8日.脅瀬漁麓地

 先で曳縄船。2隻によって漁獲された。又、青瀬漁協の定置網でも約

 8・0陣が水揚げまれた。'魚体は一尾平均500～550牙。

 ※上こしき島の漁況

 ○磯追込網

 6月末の小箪に畢村g三統が}日デつ出漁して即Z000陣
 (一/0・0万円幻19漁準・魚種.はメジナ60%・タバメ/0%一
 イサキノ5%で特に今年はイサキの漁は良かろうとのこと。

 ○定置網

 大型定置網は6月をもって終漁した。平良漁協自営の深浦と弁

 I薩=の・岬で中合せて8・・余万臥又・某氏の二本松漁場で
 ・・9一・・方甲ザ呼漁協の自営でユ・σ・余万円で'カジが半分以上回
 赤字こ・粁ξ蔀坪こも{
 ・・q坤芦
 一八ガツオ'を一目的としたもので時折60K穿のものもある。

 =(、濫常/5醇程度⊃

 ○カマス地曳

 今年の赤カマスは6月/目、ノ0日、2・ノ日の3回行われ、

 2Z000K茅(∴800一カイ)で3.20万円。一これは里村のレコードと
 のこ一と。

 ○その他1

 一本釣は赤カマスて好漁とのこと一。他にタバメ、メンチ等が主

 である。6月末から赤イカの好漁が揮いている。例年だと盛漁期

 一2クー



 も過ぎる頃だが、今年は未だ抱卵してい台かち盛漁期は今年らだ
 ろうとのこと。

 激奄美大島のカタクチイ・ワシ

 6月中旬、名瀬湾にカタクチが捕獲されたとのことセ係貴が出張

 し査定したところ、インドアイノコであった。・一こ。の種のものは一

 4月/8日ん5月ノ5月まで寵郷湾8;7劣0陣⊂一隻分だけ)

 夕月ノ6一日～二㍗.∵で名騨一・80陣(・"・・)
 6月/5'有.・名瀬涛=一2ク0陣(二隻で).。

 5月初旬.・。....。焼内湾'8晦卜隻分だけ).
 総漁獲二塁:の推定は一約ノ80δ0・酢となる。

 奄美大郎とのインワイノコの柵ぱ1ま・qめ.て㍗るとめ.こ^
 又二一カツ・妙子γ一と.して咋弱性の強11キ叫ゴよ1年に弱いと
 の手.とで1あ糺この.イン・ド.アイノコは北木島地区に争/..・南人蝉
 区には余りみ.られないこ一とは興味あることで壱る。

 一28㌃争・



 6月のマグロ延縄漁況・

 ̀・漁業部

 6月の漁場は台湾以北の琉遼列島ぞいに縮少し、総体釣獲率も

 α・・と前㍗びに前年同月に比し約青に低下しれ
 クロマゲロの釣獲率は前月と略同じ0,/8%であるが、バショウ

 カヅキは一σ/'2一と前月の約去に低下した。
 5月の魚種組成はクロマグロノ8%、バシ白ウカジキ43%であ

 ったが、.6月はクロマグロ35%、バショウカジキ25%となり

 絶体量にお一いて一もバ・シ.ヨウ.カジキの減少が著しIい。

                     2δ

 第1図(a)マグロ・カジキ計釣獲率
 貝1図(b)クロマグロ釣獲率

'29一.



定置観測(6月分)

養殖部

 ○旬間平均

       ヨ・句・表面水温℃」比重&・
       平均前句差!.一0以ド平年産平一.,均一1前句差1一平年差

       上肌中..十ユベ・十ユ・9.24193一〇,06十α,54
       I中23,5一〇,69I+O,W       烹‡デ、蝸ユ十ユ,ユ7十2,ユ9       下尾4,4月平均1、。、一〇,77一       ^十ユ・ユ3

 二'㌻練続㍍ll㌘間、∵外1㍗:年
 O水温.1㍗ゆの影響垂:う1け1て㍗刀.中1卵亭平年水準より苧第'に萬
 自1と準1・1今月.岬1に明年差約・叩の甲目をテし牟禅・中旬以
 降再守平年差11減少してき・て・べる回;しかし・,岬均平轄は・..
 十!/1℃ξ呑㍗5戸.平年差十㍗映り、も硬に大辛く開い
 一月平1均で248.!≡と.誼月.よ.り・デ0.77I.とな.っ.た.が、=.平年養は.一

 十∴/3を示し、..キ月Iめ半年差十0..6-4・より軍に薄目、章歩レた。
 一、号0二一'・1、



漁場観測速報(6月分)

養殖部一

 I.旬別平均水温

       凧葛τ「水成川一'一■一        里

       別＼・最高'最低一目1販I筒一最低最局.一最優

       、

       上旬2■。420,52島322,622,o120,9

       中旬2ユ,420,52全423,62ユ,820,7

       一下句22,42二L,727,726,524,4一'22,9.
       月一平均2ユ;720;925,ユ24β22,72ユ,5

       前月差十31ユ十2,9十44一十4.7       前年差十2,ユ十上不十る8十3・5+3,8_十一⊥二
 ○葛輸の水温は前月産十3./℃で5月とほぼ同じ上昇率を示し

 て高くだり、前年差糞比較するとユノ～人ダ℃・で前年産の
 I人5～ム。2℃と比較して商目で奉る。

 ○水成川も同棲な傾向にあるが、前月差44～名7℃で非常に
 上向きの上昇を続けている。

 ○里も前記2ケ所と同様上昇傾向を続けている1。.

 ]I況

 ノ、.葛.輸

 ○総水揚嵩9303K茅で内67%をタコが占め、次に雑無・/48
 弾、イ'ザキ/3;8一%とたっており依稀とタコは水一握⑰大半を
 占めている。一

 〇フグ∴イカに代ってイサキが前月に比較2倍一、タ。イセ3倍近

 一/の水揚率たされ・又・/lモが新たに漁獲.され下いる㌧又・一・

 、、∴キj1昨年の㍗㍗較すると半分㌣下㍗'
 ○総本揮高ん780海で前肩よりユI4倍で/.隻当一り/人/晦と好
 漁をしている。

二3/二



/'

        旬■†原種タコイサキタイ雑魚ハモ書中
        一■I■.''一■一

        百漁日数■OユO・。ユ。5ユ

        上'延出漁船数2ヴ826ユ.一25985'ユ5
        一

        漁獲一量5,200935ユ86.ユ60ユ604,58ユ
        L

        有一漁日数一I一'I一】'        ユ。3.27
        一I一■

        中津漁船数漁.鐸量237..7975.60        292350ユエ57ユ。ユ,46ワ

        有為弓数.ユ。5

        下延申狐船数一23ユ22
        漁獲量2〃456ユq3・25草・

        有為日..数50ユ3ユ・2ユ5ユ

        計延出漁船数7壬6340334■67工5
        ■}'

        〃I8司一τ】一'        ユ漁獲量一6,月37ユOO        J9.3034

葛輪.
 ド==:一山'一I

 旬†魚種

 山丁「

 阯↑

'水成川

 F幕言       旬別へぐ　コダイアジ瀬漁イサキ訂
       有為日数q34

       上延出漁船数25一6一ユ・工
       一一'

       漁獲壷9ユ.ユ30ユ5057ユ

       有為.日数5一ユ
       一

       ・㌧琴出漁船数ユ8卓
       II

       .漁撃量,亭25ユ㌣o395
       有為日数8ユO

       下一;華出漁船数4750
       ■一

       漁.獲量254760ユ,O二し4

       有為耳数ユ4ユ84ユ

       計延出漁船数ワO74ユエ5

       漁獲1量.3手5ユ,ユ;L5ユ50.ユ貨エク80       二'■'一

 i.コ女イ 1ア 瀬魚  イサキ'計

一一32一.1



里村

 赤カマス キビナゴ

 水イカ他

 赤イカ
メジナ

瀬魚フサ 小ヒラス タバメ他

タコ
ウニ

 赤セビ

モグリ

 ○水揚を魚種別'にみる一

 とアジが/,/!5Kg一で

 6.2,6ラるを占め、次

 1ぐ小ダイ、/Z3%

 イサキ.95%、一瀬魚
 の順と'なっている。

 ○!一隻当り.の漁獲一だ。け

 ・を比較する'とイサキ

 F1永34晦、水ダイで

吋
 劣9陣と末1々.最嵩最

○
 調低;となつ=⊂いる、。一

 ○叉箭年産は6月中旬

腕
 訳.までアサヒ.ガニが水

駅
 旧一場・・されていたが今年

①
 Hは皆無.となつて.い・る口

付記
 H～

 図3、里.村.一

四
 ㍑○総水揚馴干棚享り

 。∴8倍とのび、一その
 実,二主な1の昨如テ≡、

 暑が新た岳手加わり千㌧
 ニニナ.ゴが・千・・岬匁

 H農多1離されて・、る。.
ト

 訳O

}.。

 づ獲の88%弱を占め一

り
 訳でいたが。2/、890晦

 翻鯛も今月は多獲され乍

襲1 灘ら6{2形を占め他  甕では赤カマス2佐8.
 判・・州・・

 ..・…と杜っている。
 一33丁、



☆☆☆★☆☆☆☆・☆☆☆

 ☆奄美短信☆
.☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

 水が出る/

 水不足の古仁屋てば、'昭和36年からその打開策として阿木名ダ

 ムか・.らの導水工事が昨秋完成する三言われながら今春となり.、また

 延・び延びとなって7月5日通水式が行なわれま'し一た。

 水不足に悩み、'水飢槌にあえいだ数年間の苦労は打.上げ花火とな
 ?・て卒き飛ばさ祁・・声仁慶小学校鼓笛隊を牢顕珪干.「フーツ氷か出た
 うれしいな」のプラカードを揚げ日の丸の小旗を手にパレー一ド、町

 を掲げIての喜びとなった。一

 送られる水は、夕83.2冊(内トンネル/./50職)の導水管を適っ

 て古仁1塁苛学校上の水源池に入g古仁崖市街地に給水されます。
 送水掻は/日ん200兎で工業用水、水産業等、に使用してもな澗充分
 だと町政だよりは報じて居ります。

 水の出初めた頃は勢いよく出る水に水栓を全開しても出なかった

 当時が念頭を去らず、シャニシヤー一と快よい・音を出して流れる水に

 自然と顔もほころび、これは白昼夢では?すぐまた断'水するのでは

 たいかと思われてなりませんでした。

 市一街地;ξ入ってからの漏一水で一都には今もな清時間的にしか水の

 出たい処もあ之ようでれ常時蛇.口からシヤーと勢いよ・/1出・る本.に.
 も慣れ、往時の天秤捧で或は両手にバケツを下げ、またリヤカーに

 様々汝容器を積んで途中の石につまづいて満水した貴重一た二水g大辛
 を・大地に吸われたことゾもが、圭一局緯の様に頭を遇ぎ∴.人工衛亭時

 ㌻鮒道㍗利平を'水率か.㍗出午∵宇㍗合∵り
 IS、“生一



 ☆☆☆☆☆'☆☆☆率☆☆☆☆
 ☆各部の動き一☆

 ☆.☆☆☆I☆缶☆☆去☆☆.☆☆

 ○調査部

 ※海産魚蓄養適種試験準備

 垂水叶鮮魚場附町8兄上・旬カ)ら39年2月頃まで苧養
 適種試験'を行うため.、現在生費網や生綾筏の作成にあたってい
 る。

類妻業報告書作成

 37年度事業報告書原稿は4ふ6月のブリ仔種苗管理等も一

 一応終了したので原稿作成をはじめた。8月中旬には完了予定。

 な満、.締切は8月3/日迄。

 ※水質分析

 出水、阿久根ρ水.質汚濁言・コ査.及。苧指宿の養鰻池、大口養魚場
 水質等の分析結果の資料取纏め中。

 ○製造.邦

 楽薬品使用によるトビ変敗防止試験

 薬品使用によって、天候不順による乾燥不能蒔.の鮮慶保持、一

 滴焼防止を.目的にホ㌣ブラスキンペ・眼卵郊果を検乱
 ※煮干キビナ変敗防止試験

 .5～6月に生産される多脂肪性.の蕪干キピナの品.竿申上を目
 的にタリンサン、ホヤンフラスキ.ンの効果を徴し、併せて鮮崖

 低下が。品質.に及ぼす影響を試験。
 ※さば内臓を養魚飼料とするための基礎試験.

 さ1手内蹄.芦生.鮮≡1率熱=冷蔵中にお.{1る揮率性・.塩基・酸年
 岬態.叩験し1・三。飼坪・としての適性の検討を目'約に平試験札
 ※乾燥.機取扱指導(出水)

'35山



 ○養殖部

 ※・わ・～・・日一キョーgニノヒモ生師査(鮎)
 ・・月・・～デg日クロチョゥダィ.那打声1†・一トコプシ放1=・

 流調査・(佐多、頴雄)

 巌6月25～26目クロチョウガ.イ接種試験(佐多)
 実験用ガザミ運=搬一(出水より).

 ※6月。27目以降ガザミ飼育実験(於鴨一池水族館一)

 類7月3㌧4日クロチョうガイ接種貝調査(佐多)・.一・
 .一寒7月.3日移殖用オゴノリ.採集。(加治=木).
 ※ク月4～/2日築磯事業効果調査(種予島地区)

 ※7月9㍗//目一クロチョーウガイ接種貝からの細菌の復元分
離(佐多)

 熱ク月/6～/7日クロチ戸ウガイ接種'試験(佐多Iジ
 熱.7月/女～ノ9日イセエビ調査(頴一娃)I一

 ノリ糸状体培養換水作業

 激7月。25日真珠養殖講習会C於.本試)一

講師国立真珠研究所一.揮本技官

 燕7月ノ日付で当部の藤田征作技師が大島分場、大島分場の

 山口昭宣研究員が当部へ転任した。

 楽一ケ月j5日に瀬戸口研究早1李大島分場でクロチョウギイ採菌
 試験をすえため出発した。.9月末まで.の予定。.・

業部'

 ※照前一丸は本年I郎なつフめ亨算'措置在認・められた沿岸定.
 線魚群調査のため7月/日串帆ク月方目帰滞、二・調査緯延一距離
 490浬に出現した総魚群量璋24/で、漁獲対。家となる濃度

 の高い余群は・鹿鵬湾(・㍗)大隅東部輝域μ・.%).・に
 。集.中的にみられ㍍調査概蛾那先え速報レて活用を願っポ

 、・率・頴餉投撃よ1/コブシ移殖一に癌力一方嬰紬ザ・按導鉛rか
 もめ」はク月4日種子島で種苗を積み、.7月4貝開踊町石黒鞄

 一.子〆一



 先及び川尻地先に移殖を終え帰港し.た。

 類7月/日付で当部の魍後道隆研究員が大島分場へ、大島分場

 の徳留陽一郎研究員が当部一へ転任し;た。

 ☆☆☆去☆☆☆☆☆☆☆☆☆

 ☆分場の動き☆

 一☆☆☆.☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

 ○庶一務係

 ※.カ)もめ入港

 7月ノ8目鹿児島から

 ク月/8目～/9日後作製

7月20日湾内薇;測

 ク月22日～24日魚群調査(大島海域一円一)

 魚群調査後鹿児島へ

 ○製造係

 ※かねて指導中のウニ利用、試験的とは言え地元業者の着手を

 見る。蓬し当り瓶詰製品の製造を行うがやがては塩ウ・二(一次

 加工品)としての本土出荷も併せ考え、奄美ウニの真価を闘い

 たいもの。

 ※かつ掲漁はこのところ全く不漁、ク月8日以=慶僅かに/回の・

 水揚を見たのみで、その後影なし、店頭には総でこれ瀬物ばか.

 り加工場の方も目下。開店休業の状態。

 ○養殖係

 類真珠業者からの依頼により瀬戸内町瀬相にてマベ人工採苗指

 導を実施した。発生した幼生は塩化ビ三rル製疎外タンクにて

 飼育を試みたが幼生は/0日目には殆んξ皆無の一状態にたつ・た

 一一3ク.一一



 .ので、幼生を収容する時期及び管理の方法等につボて検討中。

 .※7月一4'日に一ふ化したイ七エビ類一(種不明)の幼生について飼

 育しているが第一期幼生で難死するぢの一が多く■7月ソ8口～

 22目に第・3・期幼生となった9尾について飼育中。な対、ふ化

 幼生は水産学都えも分譲しだ。

 一3・8一


